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友人を大切にする

人に迷惑をかけない
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校長 池田 秀彦 

 ９月の猛暑もやっと落ち着き、秋空が気持ちよく澄みわたる季節となりました。食卓には秋の味

覚が並び、風のさわやかさは本格的な秋の訪れを感じさせてくれます。また、地域の道々ではどこ

からともなくキンモクセイの香りがほのかに漂っています。保護者、地域の皆様におかれましては、

日頃から、本校の教育活動にご理解、ご協力をいただきありがとうございます。 

最近、興味深いアンケート結果を目にしたので、少し紹介します。「人に迷惑をかけてはいけま

せん。」と言われて育った人は多いと思います。日本では当たり前だと思っていることでも、外国

から見るとそうではなく、見方が違うということはよくあることです。「将来どういう子に育って

ほしいか？」という質問を東アジアの５都市で比較した結果です。 
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日本（東京）では、このような期待をもっている人が多く、他の東アジアの都市を大きく引き離

していることがこのグラフから分かります。正論に聞こえるかもしれませんが、人は誰でも生きて

いると、知らず知らずのうちに、他人に迷惑をかけています。「人」という漢字は、字の形から「互

いにもたれ合って生きる存在」であることから生まれたと言われています。日本の人は、「他人に

迷惑をかけてはいけません」と言いますが、例えばインドの人は「あなたも迷惑をかけているのだ

から、他人からの迷惑も許しましょう」と子供たちには話をするそうです。人口が多く、多文化が

共生するインドならではともいえますが、このような考え方は、案外的を射ているようにも思いま

す。また、「友だちを大切にする子になってほしい」という期待感も日本では強く、日本人は小さ

い頃から、そのような教育を受けて育ちます。一方でコロナ禍での日本では、他人のささいな過ち

を許さず、その他大勢の人たちと同じようにさせようとする「○○警察」という言葉がよく話題に

のぼりました。「他人に迷惑をかけない」のは、日本人の誇らしい美徳です。ただ、これから人口

が減少し、多国籍化や多文化共生が進む日本では、「他人からの迷惑も許す」「迷惑はお互いさま」

といった寛容な気持ちも、もち合わせていくことが大切なのかもしれません。 

10 月は集団宿泊活動、遠足、市総体と、子どもたちにとっては集団の中で互いに関わり合いな

がら活動する場面が多くあります。これからの中島っ子の未来のために「お互いさま」の気持ちも

育てていけるような、活動の進め方や言葉がけも行っていきたいと思っています。 
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【10月の行事予定】（変更になる場合がありますので、ご了承ください。） 
日 曜 行  事 日 曜 行  事 

３ 木 集団宿泊活動（５・６年生） 

遠足（１～４年生） 

17 木 市総体（陸上） 

４ 金 集団宿泊活動（５・６年生） 

遠足予備日 

18 金 登校指導・安全点検 

市総体（陸上）予備日 

８ 

 

火 英会話レッスン（５年生） 21 月 チャレンジテスト（３・４年生） 

クラブ活動 

10 木 いじめ０の日 23 水 チャレンジテスト（６年生） 

16 水 陸上壮行会 28 月 委員会活動 

 

【11月の行事予定】（変更になる場合がありますので、ご了承ください。） 
日 曜 行  事 日 曜 行  事 

１ 金 就学児健康診断（内科以外） 13 水 連合音楽会 

２ 土 中島小学校音楽会 18 月 就学時健康診断 クラブ（ロング） 

５ 火 繰替休業日 

児童生徒をまもり育てる日 

19 火 英会話レッスン（５年生） 

７ 木 人権・同和教育参観日 

給食試食会（１年生保護者） 

21 木 えひめいじめ STOP!デイ 

８ 金 いじめ０の日 22 金 ポンジュース工場見学 

（３・４年生）日浦小と合同 

午後停業（給食あり） 

11 月 県陸上記録会  25 月 特別支援教育要請訪問 

 

＜今日から２学期！～始業式～＞ 
 

 9月２日（月）、第２学期の始業式を行いました。まず、代表児童が夏休みの思い出と２

学期の抱負について 発表しました。その後、校長先生のお話の中で、自分の考えを「書く・

まとめる」ことにより言葉の力を高め、そして「伝える」ことで実行につなげていくこと

を金メダリストの岡選手、メジャーリーガーの大谷選手の取組を例に示されました。 

２学期の子どもたちの成長が楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

＜代表児童による発表①＞       ＜代表児童による発表②＞    



 

＜水泳検定＞ 
 

９月３日（火）に姫ヶ浜海水浴場で全校児童を２グループにわけ、水泳検定を実施しま

した。少し曇り空で気温が心配されましたが、無事に実施することができました。500ｍの

遠泳にチャレンジしましたが、完泳者が中学年から２名、高学年から８名、計 10名も出ま

した。参加者全員が、完泳や自己ベストを目指して一生懸命泳ぐ姿に感動しました。 

 

 

 

 

 

 

 
＜緊張のスタート前＞                ＜完泳おめでとう！＞   

 

 

＜わくわく出前教室「落語」＞ 
 

９月５日（木）の３時間目にわくわく出前教室「落語」が開催されました。講師を招き、

落語に関する豆知識をお話しいただきました。その後、実際に落語を披露していただきま

した。子どもたちの笑い声が部屋中に響くほど盛り上がりました。最後には質問をしたり、

感想を発表したりして交流を深めました。落語を聞いていて、教師の笑うポイントと子ど

もたちの笑うポイントがちがっていたのも、なんともほほえましい感じがしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜落語に関するクイズ＞             ＜落語鑑賞＞         

 
 

＜道具踊に挑戦！（地域・小・高連携活動）＞ 

９月７日（土）松山北高等学校中島分校の体育祭に５・６年生が参加し、道具踊を分校

生徒と一緒に発表しました。小浜道具踊保存会の皆様に２日間指導をしていただいた成果

を晴天の下で見事に発表できました。普段学校で見せる以上に頼もしい表情でした。伝統

芸能を継承していくことの責任感も感じてくれたことと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜練習の様子その１＞           ＜練習の様子その２＞     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜分校での道具踊発表その１＞      ＜分校での道具踊発表その２＞     

 

＜避難訓練（不審者対応）の実施＞ 
 

９月 11日（水）の業間に不審者対応の避難訓練を実施しました。松山西警察署員さんに

不審者役を務めていただきました。不審者が侵入した学級の児童が各教室に知らせに行く

という設定で行いました。先生の指示を守って、全員が素早く体育館に避難することがで

きました。訓練後の講話では、避難する様子を見て気が付いたこと等、不審者への対応に

ついてお話していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜不審者からの避難の様子＞          ＜不審者対応教室の様子＞ 

 

 


